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研究成果の概要（和文）：自分の顔は自己を象徴する特別な存在である。実際、ヒトの脳には自己顔を専門的に
処理する高次視覚領域（自己顔領域）が存在する。成人では、この自己顔領域が右半球に側性化して存在するこ
とが知られている。本研究では、自己顔領域がいつ、どのように形成されるのかを調べた。小学生、中学生、成
人を対象に自己顔や他者顔に対する脳活動を機能的MRI により計測すると、自己顔領域は10代半ば以降に右半球
に形成されることが分かった。また、この領域は10代前半であらゆる顔に反応するようになるが、10代半ば以降
になると他者顔への反応が抑えられることで自己顔への選択的な反応が出現するという形成過程を辿ることが明
らかになった。

研究成果の概要（英文）：One’s own face is a special symbol of the self. In fact, the human brain 
has a higher-order visual cortex (self-face area) that specializes in the processing of self-face. 
In adults, this self-face area is known to be lateralized in the right hemisphere. In the present 
study, we investigated how and when the self-face area develops. We measured brain activity when 
children (8-11 years), adolescents (12-15 years) and younger adults (20-24 years) viewed self-face 
images and those of others by using functional MRI. We found that the self-face area is formed in 
the right hemisphere after the mid-teens. We also showed that this visual cortex goes through a 
developmental process in which it responds to all faces (one's own and others' faces) in the early 
teens, but after the mid-teens, the response to other faces is suppressed, resulting in emergence of
 selective response to one's own face.

研究分野： 認知神経科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、自分の顔を専門的に処理する視覚領域（自己顔領域）は、小学生や中学生の時期には認められなか
ったことから、10代半ば以降に形成されることが明らかとなった。これは予想以上にゆっくりとした発達であ
り、10代半ばで成人と同程度に成熟すると考えられている高次連合野（右半球下前頭-頭頂領域）に位置する自
己認知ネットワークよりも遅れて、自己顔領域が成熟することを意味する。脳の発達において、感覚領野は高次
連合野よりも早く発達が進行し、成人様に成熟するというのが定説であるが、こうした見方に一石を投じる新し
い知見と言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

自分の顔は自己を象徴する特別な身体部位である。人を対象としたこれまでの脳イメージ

ング研究により、自己（顔）認知に関わる脳領域が右半球を中心に広く存在することが分かっ

てきた（Devue et al. 2007; Hu et al. 2016）。近年、私たちは、成人の高次視覚野にある下

側頭回（ITG）には、自己顔を専門的に処理する自己顔領域が右半球に側性化して存在している

ことを見つけた。ところが、この自己顔領域が発達段階において、いつ、どのように右半球に

形成されるのか、またこの領域の出現が自己認知にどのような恩恵をもたらすのかなど、全く

理解が進んでいなかった。 

成人では、右半球の自己顔領域とちょうど左右対称的な位置に存在する領域が、単語文字

列に対して選択的に活動すること、またこの単語領域は左半球に側性化されていることが知ら

れている（Cohen et al。 2000; Dehaene et al. 2010）。このような知見から、自己顔領域の

右半球側性化は、単語領域の左半球側性化と密接に関連しながら形成されると想定されるもの

の、その証拠は存在していなかった。そこで、大脳半球間の機能分化のダイナミクスに着目し

ながら、自己顔領域が形成される過程を解明する必要があると考えた。 

 

２．研究の目的 

本研究では、小学生から成人を対象として機能的 MRI を用いた研究を展開し、高次視覚野

において、自己顔を専門的に処理する自己顔領域が、いつ、どのように形成されるのかを明らか

にすることを目的とした。加えて、自己顔領域の形成が、単語領域の形成と連関することを検証

することにより、大脳半球間の機能側性化に見られるルールを記述することを目指した。 

 

３．研究の方法 

(1) 成人を対象としたMRI計測 

右利きの成人（20－24歳）20名を対象に、①自己顔課題および②単語課題をおこなってい

る最中の脳活動を機能的MRIを用いて計測した。自己顔課題では、被験者には被験者自身の顔写

真および他者（未知人物）の顔写真をランダムに呈示し、それが自分であるか他者であるかを

ボタン押しにて回答するように求めた。単語課題では、被験者には音声にて名詞の単語を一つ

ずつ呈示し、それに関連する動詞をできるだけ多く心の中に思い浮かべるように求めた。得ら

れた脳活動データを基に、個人毎に各課題中のITG 領域の活動がどの程度側性化しているかを

示す側性化指標（LI; Wilke et al. 2006）を算出し、自己顔領域および単語領域の側性化の関

連を評価した。 

(2) 小学生および中学生を対象としたMRI計測 

自己顔領域の発達過程を調べるために、右利きの小学生（8－11歳）および中学生（12－15

歳）各20 名を対象に、上記の①自己顔課題を実施した。成人で同定される自己顔領域から個人

毎のMRI信号を抽出し、自己顔や他者顔に対する活動パターンの発達的変化を可視化した。ま

た、小学生の被験者のみ上記の②単語課題も実施した。成人で同定される単語領域からMRI信号

を抽出し、単語課題中の活動について成人との比較を行った。 

 

４．研究成果 

自己顔課題中の脳活動を解析すると、成人では自己顔に関連する活動（自己顔＞他者顔）は、

右半球下前頭-頭頂領域に加え下側頭回（ITG）に認められた。また、この ITG 領域の活動は右半

球に有意に側性化していることを確認した（図 1緑）。一方で、小学生および中学生では、ITG 領



域に自己顔関連活動は認められなかった。つまり、自己顔領域が右半球に側性化して下側頭回に

形成されるのは 10 代半ば以降であることが明らかとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、右半球 ITG 領域の自己顔あるいは他者

顔に対する活動を詳細に調べた。その結果、小学生

では、いずれの顔に対しても ITG 領域は弱い活動し

か示さないが、中学生では自己顔および他者顔の両

方に対して一定レベルの活動を示し、成人では自己

顔に対してのみ有意な活動を示すことが分かった。

これらの結果から、この領域はいったんあらゆる顔

に対して反応する時期を経て、10代半ば以降に他者

顔への反応を抑制することによって自己顔に対する

選択的な反応が出現するという形成過程を辿ること

が明らかになった（図 2）。先行研究においてすでに

報告しているとおり、自己身体の多感覚情報処理に

関与する右半球下前頭-頭頂領域は、10 代半ば頃には成人様に成熟することが分かっている（図

1）が、自己顔（身体）処理に特化した視覚領野が形成されるのは、それよりもさらに遅い時期

である可能性が示唆された。 

 

単語課題中の脳活動を分析すると、成人では単語生成に関連する活動は、左半球前頭領域お

よび側頭領域に加え、左半球下側頭回（ITG）に認められた。また、この ITG 領域の活動は左半

球に有意に側性化していることを確認した（図 3緑）。一方、小学生では成人とは異なり、左半

球 ITG 領域には単語生成に関連する活動はみられなかった。この結果は、少なくとも学童期（10

歳前後）には、まだ単語領域が下側頭回に形成されていないことを示している。 

 

図 1 各群において他者顔に比べて自己顔により強く活動する領域（赤
色）、およびその活動が有意に側性化している領域（緑色）を示す 
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図 2 各群における自己顔領域（右 ITG）
の自己顔および他者顔に対する活動量 



さらに、上記 2つの課題中の成人の脳活動データから、自己顔領域および単語領域の側性化

の関連を調べた。データ解析に用いた 19 名のデータのうち、先行研究で報告されている側性化

のパターン（Morita et al. 2017; Cohen et al., 2000; Dehaene et al., 2010）を示したの

が 11 名であった。つまり、ITG 領域の自己顔関連活動は右半球側性化（-1 < LI < -0.2）を示

し、単語生成関連活動は左半球側性化（0.2 < LI < 1）を示していた。興味深いことに、この 11

名では 2 つの側性化指標が有意に相関しており（図 4赤, r ＝－0.628, p < 0.05）、自己顔関

連活動が右半球により強く側性化している人ほど、単語生成関連活動が左半球により強く側性

化しているという関係が見て取れる。この結果は、自己顔領域と単語領域は独立に左右の ITG 領

域に形成されるのではなく、これらは互いに関連しながら左右の半球へと側性化されながら形

成される可能性を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 小学生、成人において、単語生
成に関連する活動を示す領域（赤）、
およびその活動が有意に側性化して
いる領域（緑）を示す 
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図 4 成人での自己顔領域の側性化指
標と単語領域の側性化指標の関係を
示す。赤色のドットは、自己顔領域が
右半球へ、単語領域が左半球へ側性
化している被験者を示す。 
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